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歯科診療情報の標準化に関する検討会（第9回） 
日時：平成28年6月22日（水）14:00 

場所：厚生労働省（中央合同庁舎第５号館） 

公益社団法人 日本歯科医師会 

第9回歯科診療情報の標準化に関する検討会 

資料3 

平成28年6月22日 



歯科診療情報の標準化(平成25年度～27年度) 

 

歯牙特徴に基づく26項目（標準

プロファイル）を策定し、この情報
を用いた場合、身元確認におい
て極めて高精度に絞り込みが可
能であることを実証 
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標準プロファイルを基礎とし、意
見聴取をもとに考察しながら、標
準的な口腔内所見を階層構造に
整理して再定義し、各項目の意
味の明確化と今後の拡張性を確
保した （多様な情報粒度に対応
可能） 

25年度 26年度 



歯科診療情報の標準化(平成25年度～27年度) 
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災害時等における歯科診療
情報消失のリスクを踏まえ、
包括的なバックアップとして
、より多くの情報を保存する
ことも考慮しながらデータセ
ットを拡張。日本の保険診
療をもとに、且つ海外との
歯科情報との整合性、互換
性も考慮した「口腔状態の
標準データセット」を策定 

27年度 

(抜粋：歯のデータセット 1/3,2/3) 



平成28年度歯科診療情報の標準化実証事業(案) 
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①厚生労働省標準規格と互換性を保った歯科
診療情報のデジタル出力に関する検証 

②標準化歯科診療情報の保存方法の検討 

③標準化歯科診療情報の利活用に関する検討 

 

 

平成27年度までの実証事業をもとに、医科で使われて

いる電子的な診療情報交換の仕組みとの互換性を視野
に入れて、事業を実施する。 

－ 東日本大震災で浮き彫りとなった課題 － 

①身元確認を行う為の歯科診療情報の標準化が図られておらず、身元確認に困難を来した 

②津波等による歯科医療機関の被災により、歯科診療情報の収集に困難を来した 



平成28年度歯科診療情報の標準化実証事業体制 
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実行委員会 

（全体会議・3回開催予定） 

ワーキンググループ 

（6回程度開催予定） 

外部アドバイザー 

・日本歯科医師会関係者 

・新潟県歯科医師会関係者 

・歯科コンピュータ団体関係者 

・大学関係者 

・その他有識者 

・都道府県歯科医師会関係者 

・学会、大学関係者、法歯学者 

・警察関係者 

・弁護士 

・その他有識者 

上記の委員ならびに外部アド
バイザー、有識者等による
WGを構成 



事 業① 
①厚生労働省標準規格と互換性を保った歯科診
療情報のデジタル出力に関する検証 

– データ交換規約の作成 

•厚生労働省標準規格（標準歯科病名マスター等）に準拠した

交換規約を作成。SS-MIX2形式のデータ出力を目指す。 

– データ交換規約の検証と普及 

•レセコンでデータ交換規約を検証。ベンダーに配布し、普及さ

せる。 
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SS-MIX2 
ストレージ 

仕様書（口腔状態の標準
データセット交換規約）に
基づき、SS-MIX2形式
でデータ出力 

※厚生労働省標準規格：SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン（日本医療情報学会、平成28年3月） 



データ交換規約・JAHIS標準 
（仕様書） 

※ビューワーの提供 
（SS-MIX2用、CSV用） 

ベンダーA 

MEDIS 
（医療情報システム開発センター） 

・データセットの管理 
 

JAHIS 
（保健医療福祉情報システム工業会） 

・データ交換規約の管理 
・標準的な仕様の認定 

口腔状態の標準データセット交換規約策定と検証 

日本歯科医師会 
実行委員会 

ベンダーB 

ベンダーC 

協議 

WG支援 

 提供 

① MEDIS（データセットの管理）及びJAHIS（データ交換規約）と協議（既存規格との整合等） 
② 上記の協議を踏まえて、データ交換規約・JAHIS標準（仕様書）を策定 
③ 仕様書に基づき、データ出力をベンダーが検証（SS-MIX2用、CSV用ビューワーを提供） 

外部アドバイザー 
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事 業② 
②標準化歯科診療情報の保存方法の検討 

i. データの保存場所 （医療機関内及び医療機関外）
と保存方法の整理 

（１）院内：大規模災害時等により医療機関が被災した場合、

保存データが使用可能か 

（２）院外：保存データの更新や保管方法、電子媒体の取り扱

いについての課題 

ii. その他の検討課題 

 

 

地域の実情に合わせたデータ保存方法の提示 

地域医療ネットワークの利用 

データ保存用サーバーの設置 など 
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事 業③ 標準化歯科診療情報の利活用に関する検討 

歯科健診所見の 
デジタル保存 

身元不明者の検索 
行方不明者情報提供 
認知症、特異家出人 

災害・事故等緊急時 
情報提供の迅速化 

歯科データバックアップ 

医科の診療情報との互換性 

デジタル歯科情報の 
お預かり・お渡し 

標準化 

歯科データベース 
事業の展開 

地域・医療連携、ICT 
（SS-MIX2等） 

標準化 

標準化 

標準化 

標準化 標準化 

標準化 
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